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地区人口　813 名
男　　性　379 名
女　　性　434 名
令和 6 年 11 月 1 日現在

　
11
月
10
日
（
日
）、
藺
牟
田
池
県
立
自
然
公

園
ス
テ
ー
ジ
前
広
場
に
て
、
第
2
回
目
と
な
る

「
い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ 

秋
」
を
当
協
議
会
主
催

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
薩
摩
川
内

市
誕
生
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
位
置

付
け
ら
れ
、市
の
内
外
か
ら
30
店
舗
の
店
舗
に
、

約
1
0
0
0
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、ス
テ
ー

ジ
上
で
は
サ
ッ
ク
ス 

や
ピ
ア
ノ
、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
よ
る
弾
き
語
り
、
天
内
流

（
て
ん
だ
い
り
ゅ
う
）
の
子
供
達
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
、
祁
答
院
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
が
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
鹿
児
島
県
の
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害

者
市
川
修
一
さ
ん
の
ご
家
族
、市
川
健
一
さ
ん
・

龍
子
さ
ん
ご
夫
妻
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
藺
牟

田
の
高
校
生
羽
島
奈
穂
さ
ん
、
田
中
悠
鈴
さ
ん

い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ

開
催
し
ま
し
た
! !

今 後 の 予 定

12月 7日（土）14：00～
・祁答院地域町内

一周駅伝大会
12月 10日（火）11：00～
・日枝神社例大祭

　藺牟田地区コミュニ
ティセンターは下記日程
にて休館いたします。
令和6年 12月 28日（土）

～

令和 7年 1月 5日（日）

12月 5日（木）19：00～

【年末年始休館のご案内】

・第 9回定例役員会

山
元
貞
秋
氏ふ

る
さ
と
歴
史
講
話
開
催

　
11
月
17
日（
日
）藺
牟
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
、
藺
牟
田
歴
史
研
究
会
会
長

山
元
貞
秋
氏
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
歴
史
講
話
」

が
約
50
名
の
参
加
者
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
『
江
戸
時
代
後
期
、藺
牟
田
領
主
「
樺

山
主
税
久
美
（
か
ば
や
ま
ち
か
ら
ひ
さ
よ
し
）

が
切
腹
に
追
い
込
ま
れ
た
薩
摩
藩
お
家
騒
動

「
近
思
録
崩
れ
」
と
そ
の
歴
史
的
背
景
』
を
テ
ー

マ
と
し
、
お
家
騒
動
の
背
景
や
徳
川
将
軍
家
と

薩
摩
藩
の
血
縁
関
係
に
起
因
す
る
運
命
に
つ
い

て
細
や
か
な
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
近
思
録
」
と
は
、
約
8
5
0
年
前
、
淳
熙

（
じ
ゅ
ん
き
）
3
年
（
1
1
7
6
年
）
に
刊
行

さ
れ
た
人
を
動
か
す
こ
と
や
、新
し
い
考
え
方
、

国
家
形
成
の
理
論
と
方
法
を
記
し
た
宋
学
の
入

門
書
で
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
後
期
に
時
の
指

導
者
や
若
者
に
愛
読
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
近
思
録
崩
れ
」
と
言
わ
れ
る
薩
摩
藩
の

騒
動
の
渦
中
、
樺
山
主
税
久
美
に
も
そ
の
影
響
が

及
び
、切
腹
と
い
う
君
命
が
下
り
、領
主
の
館
（
現

在
の
招
魂
社
）
で
の
切
腹
が
最
期
と
な
っ
た
悲
し

い
歴
史
の
解
説
も
あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
山
元
氏

は
「
藺
牟
田
の
歴
史
は
樺
山
氏
の
歴
史
で
も
あ

る
。」
と
の
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
話
で
は
、
姶
良
市
在
住
の
樺
山
家

第
29
代
当
主
で
あ
る
樺
山
久
常
さ
ん
（
49
歳
）

ら
3
名
の
高
校
生
と
共
に
、
拉
致
問
題
の
早
期

解
決
を
訴
え
る
、
街
頭
署
名
・
募
金
活
動
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
署
名
活
動
で
は
2
4
0
筆

を
超
え
る
多
く
の
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
荒
天
が
危
惧
さ
れ
ま

し
た
が
、
開
催
時
間
中
は
曇
り
の
ち
小
雨
と
何

と
か
天
候
も
持
ち
堪
え
、
無
事
開
催
す
る
に
至

り
ま
し
た
。今
秋
の「
い
む
た
池
マ
ル
シ
ェ 

秋
」

の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
来
場
、
ご
出
店
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
開
催
と
運
営
に
ご
尽

力
、
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
も
5
月
、
11
月
の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
藺
牟
田
池
に
か
つ
て
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
、
藺
牟
田
地
区
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

も
家
族
と
と
も
に
参
加
さ
れ
、
主
税
久
美
が
眠

る
大
翁
寺
跡
墓
地
に
も
寄
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
山
元
氏
が
講
話
時
に
使
用
さ
れ
た
資
料
は

コ
ミ
セ
ン
に
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
コ
ミ
セ
ン
窓
口
宛
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
講
話
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

山
元
貞
秋
様
、
藤
﨑
俊
明
様
、
宮
﨑
博
一
地
域

づ
く
り
部
会
長
、
ま
た
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
多
く
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

次
回
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
1
階
男
子
ト
イ
レ

手
洗
い
場
改
修
の
お
知
ら
せ

　
蛇
口
の
劣
化
に
て
水
が
止
ま

り
難
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、

コ
ミ
セ
ン
1
階
男
子
ト
イ
レ
の

改
修
が
完
了
し
ま
し
た
。
協
議

会
で
は
地
区
民
の
皆
様
に
よ
り

快
適
に
当
コ
ミ
セ
ン
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
、引
き
続
き
市
へ
改
善
要
望
、

修
繕
要
望
を
出
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
コ
ミ
セ

ン
利
用
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
是
非
と
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
市
出
店
者
募
集

　
令
和
7
年
3
月
9
日
（
日
）
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

せ
ん
だ
い
に
て
開
催
さ
れ
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
&
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア
」
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
市
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
農
産
品
、
工
芸
品
な
ど
藺
牟
田
の

誇
る
逸
品
を
P
R
す
る
場
と
し
て
、
出
店
を

ご
希
望
の
方
は
12
月
12
日
（
木
）
迄
に
当
コ
ミ

セ
ン
宛
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


